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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況
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39

柏の景気情報（ 令和２年９月分 ）

建　　　設 17
25
29

○ 調 査 期 間　　 ：　　令和２年９月２５日　～　令和２年１０月９日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内１３２事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

35
51.5%
71.4%

回答数
68.2%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １増加他の回答割合 － ３減少他の回答割合

調査対象数
132
33

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  　 ：　　

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

74.4%

▲25＞DI

25 18 72.0%

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0



〇

令和２年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月～１２月 ( ９月～１１月 )

全　産　業 ▲ 67.1 ▲ 64.2 ▲ 60.5 ▲ 45.0 ▲ 53.8 ▲ 43.5 ▲ 23.5 ( ▲ 29.6 )

建　　　 設 ▲ 70.5 ▲ 70.0 ▲ 45.0 ▲ 31.5 ▲ 42.1 ▲ 25.0 ▲ 6.2 ( ▲ 15.7 )

製　　　 造 ▲ 69.2 ▲ 69.2 ▲ 92.8 ▲ 72.7 ▲ 75.0 ▲ 66.6 ▲ 37.5 ( ▲ 35.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 78.2 ▲ 81.8 ▲ 63.6 ▲ 40.0 ▲ 55.5 ▲ 53.5 ▲ 28.5 ( ▲ 40.7 )

サ ー ビ ス ▲ 47.0 ▲ 26.6 ▲ 46.6 ▲ 28.5 ▲ 29.4 ▲ 11.7 ▲ 11.7 ( ▲ 17.6 )

令和２年９月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

【令和２年９月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２３．５（前月水準▲２９．
６）となり、マイナス幅が６．１ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売
業▲２８．５(同▲４０．７)、建設業▲６．２(同▲１５．７)、サービス業▲１１．７(同▲１７．６)である。マイ
ナス幅が拡大する見通しの業種は、製造業▲３７．５(同▲３５．７)である。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲１１．
７(同▲２９．４)、建設業▲２５．０(同▲４２．１)、製造業▲６６．６(同▲７５．０)、卸小売業▲５３．５(同▲
５５．５)である。

○

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲４３．５（前月水準▲５３．８)となり、マ
イナス幅が１０．３ポイント縮小した。
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○

令和２年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月～１２月 ( ９月～１１月 )

全　産　業 ▲ 64.2 ▲ 68.5 ▲ 60.5 ▲ 40.0 ▲ 46.1 ▲ 37.6 ▲ 9.4 ( ▲ 23.0 )

建　　　 設 ▲ 52.9 ▲ 80.0 ▲ 60.0 ▲ 47.3 ▲ 31.5 ▲ 31.2 △ 12.5 ( ▲ 15.7 )

製　　　 造 ▲ 69.2 ▲ 76.9 ▲ 78.5 ▲ 63.6 ▲ 64.2 ▲ 58.3 ▲ 25.0 ( ▲ 32.1 )

卸 ・ 小売 ▲ 78.2 ▲ 81.8 ▲ 59.0 ▲ 24.0 ▲ 44.4 ▲ 39.2 ▲ 32.1 ( ▲ 40.7 )

サ ー ビ ス ▲ 52.9 ▲ 26.6 ▲ 46.6 ▲ 21.4 ▲ 35.2 ▲ 11.7 △ 29.4 ( △ 11.7 )

先行き見通し

　　令和２年９月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲１１．
７(同▲３５．２)、製造業▲５８．３(同▲６４．２)、卸小売業▲３９．２(同▲４４．４)、建設業▲３１．２(同▲
３１．５)である。

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲９．４（前月水準▲２３．０）
となり、マイナス幅が１３．６ポイント縮小する見通しである。

○

【令和２年９月の売上についての状況】

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲３７．６（前月水準▲４６．１）となり、マ
イナス幅が８．５ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、サービス業△２９．４(同△１
１．７)である。マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、建設業△１２．５(同▲１５．７)である。マイ
ナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲３２．１(同▲４０．７)、製造業▲２
５．０(同▲３２．１)である。
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令和２年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月～１２月 ( ９月～１１月 )

全　産　業 ▲ 67.1 ▲ 62.8 ▲ 59.1 ▲ 46.2 ▲ 52.7 ▲ 40.0 ▲ 17.6 ( ▲ 23.0 )

建　　　 設 ▲ 64.7 ▲ 75.0 ▲ 60.0 ▲ 52.6 ▲ 36.8 ▲ 37.5 ±0.0 ( ▲ 21.0 )

製　　　 造 ▲ 61.5 ▲ 69.2 ▲ 71.4 ▲ 59.0 ▲ 64.2 ▲ 62.5 ▲ 25.0 ( ▲ 28.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 82.6 ▲ 77.2 ▲ 63.6 ▲ 44.0 ▲ 62.9 ▲ 46.4 ▲ 39.2 ( ▲ 40.7 )

サ ー ビ ス ▲ 52.9 ▲ 20.0 ▲ 40.0 ▲ 21.4 ▲ 35.2 ±0.0 △ 11.7 ( △ 11.7 )

【令和２年９月の採算についての状況】

○ ９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲４０．０（前月水準▲５２．７）となり、マ
イナス幅が１２．７ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業±０．０
(同▲３５．２)、卸小売業▲４６．４(同▲６２．９)、製造業▲６２．５(同▲６４．２)である。マイナス幅が拡
大した業種は、建設業▲３７．５(同▲３６．８)である。

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１７．６（前月水準▲２３．
０）であり、マイナス幅が５．４ポイント縮小する見通しである。

○

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業
±０．０(同▲２１．０)、製造業▲２５．０(同▲２８．５)、卸小売業▲３９．２(同▲４０．７)である。変らない
見通しの業種は、サービス業△１１．７(同△１１．７)である。

先行き見通し

　　令和２年９月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移
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○

令和２年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月～１２月 ( ９月～１１月 )

全　産　業 ▲ 22.8 ▲ 22.8 ▲ 12.6 ▲ 16.2 ▲ 15.3 ▲ 22.3 ▲ 5.8 ( ▲ 9.8 )

建　　　 設 ▲ 29.4 ▲ 20.0 ▲ 20.0 ▲ 21.0 ▲ 10.5 ▲ 6.2 ▲ 12.5 ( ▲ 5.2 )

製　　　 造 ▲ 38.4 ▲ 23.0 ▲ 7.1 ▲ 22.7 ▲ 7.1 ▲ 16.6 △ 4.1 ( ▲ 7.1 )

卸 ・ 小売 ▲ 21.7 ▲ 36.3 ▲ 18.1 ▲ 20.0 ▲ 29.6 ▲ 39.2 ▲ 17.8 ( ▲ 25.9 )

サ ー ビ ス ▲ 5.8 ▲ 6.6 ±0.0 △ 7.1 ▲ 11.7 ▲ 17.6 △ 5.8 ( △ 5.8 )

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲５．８（前月水準▲９．８）と
なり、マイナス幅が４．０ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、製造業△４．１(同▲
７．１)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲１７．８(同▲２５．９)である。変らな
い見通しの業種は、サービス業△５．８(同△５．８)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、建
設業▲１２．５(同▲５．２)である。

先行き見通し

【令和２年９月の仕入単価についての状況】

○ ９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２２．３（前月水準▲１５．３）となり、マ
イナス幅が７．０ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、建設業▲６．２(同▲１０．５)である。
マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲３９．２(同▲２９．６)、製造業▲１６．６(同
▲７．１)、サービス業▲１７．６(同▲１１．７)である。

　　令和２年９月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移
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○

令和２年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月～１２月 ( ９月～１１月 )

全　産　業 ▲ 4.2 ▲ 8.5 △ 1.4 △ 5.0 △ 3.2 △ 1.1 △ 1.1 ( △ 4.3 )

建　　　 設 △ 23.5 △ 20.0 △ 20.0 △ 36.8 △ 26.3 △ 25.0 △ 25.0 ( △ 10.5 )

製　　　 造 △ 15.3 ▲ 15.3 ▲ 7.1 ▲ 13.6 ▲ 25.0 ▲ 33.3 ▲ 37.5 ( ▲ 25.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 26.0 ▲ 27.2 ▲ 4.5 △ 4.0 △ 14.8 △ 17.8 △ 17.8 ( △ 22.2 )

サ ー ビ ス ▲ 17.6 ▲ 13.3 ▲ 6.6 ▲ 7.1 △ 5.8 ±0.0 △ 5.8 ( △ 17.6 )

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、△１．１（前月水準△４．３）と
なり、プラス幅が３．２ポイント縮小する見通しである。

先行き見通し

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、建設業△２５．０(同△１０．５
である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業△５．８(同△１７．６)、卸
小売業△１７．８(同△２２．２)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、製造業▲３７．５(同▲２
５．０)である。

　　令和２年９月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１．１（前月水準△３．２）となり、プラス
幅が２．１ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、卸小売業△１７．８(同△１４．８)であ
る。プラス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業±０．０(同△５．８)、建設業△２５．０(同
△２６．３)である。マイナス幅が拡大した業種は、製造業▲３３．３(同▲２５．０)である。

【令和２年９月の従業員についての状況】

○
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令和２年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月～１２月 ( ９月～１１月 )

全　産　業 ▲ 40.0 ▲ 41.4 ▲ 29.5 ▲ 18.7 ▲ 27.4 ▲ 17.6 ▲ 20.0 ( ▲ 14.2 )

建　　　 設 ▲ 35.2 ▲ 40.0 ▲ 20.0 ▲ 10.5 ▲ 5.2 ▲ 18.7 ▲ 6.2 ( ±0.0 )

製　　　 造 ▲ 23.0 ▲ 38.4 ▲ 35.7 ▲ 40.9 ▲ 46.4 ▲ 37.5 ▲ 41.6 ( ▲ 28.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 47.8 ▲ 54.5 ▲ 31.8 ▲ 12.0 ▲ 29.6 ▲ 14.2 ▲ 21.4 ( ▲ 14.8 )

サ ー ビ ス ▲ 47.0 ▲ 26.6 ▲ 33.3 ▲ 7.1 ▲ 17.6 △ 5.8 ±0.0 ( ▲ 5.8 )
　

先行き見通し

令和２年９月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【令和２年９月の資金繰りについての状況】

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１７．６（前月水準▲２７．４）となり、マ
イナス幅が９．８ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、サービス業△５．８(同▲１７．
６)である。マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲１４．２(同▲２９．６)、製造業
▲３７．５(同▲４６．４）である。マイナス幅が拡大した業種は、建設業▲１８．７(同▲５．２)である。

向こう３ヶ月（１０月から１２月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２０．０（前月水準▲１４．
２）となり、マイナス幅が５．８ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、サービス業±０．０(同▲
５．８)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業▲４１．６(同▲２８．
５)、卸小売業▲２１．４(同▲１４．８)、建設業▲６．２(同±０．０)である。
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令和２年９月の資金繰りDＩ値の推移
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産業別 令和２年９月の資金繰り

９月



全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
４月 ▲ 67.1 ▲ 70.5 ▲ 69.2 ▲ 78.2 ▲ 47.0
５月 ▲ 64.2 ▲ 70.0 ▲ 69.2 ▲ 81.8 ▲ 26.6
６月 ▲ 60.5 ▲ 45.0 ▲ 92.8 ▲ 63.6 ▲ 46.6
７月 ▲ 45.0 ▲ 31.5 ▲ 72.7 ▲ 40.0 ▲ 28.5
８月 ▲ 53.8 ▲ 42.1 ▲ 75.0 ▲ 55.5 ▲ 29.4
９月 ▲ 43.5 ▲ 25.0 ▲ 66.6 ▲ 53.5 ▲ 11.7

見通し ▲ 23.5 ▲ 6.2 ▲ 37.5 ▲ 28.5 ▲ 11.7

新型コロナウイルス感染再拡大が若干の落ち着きを見せてきた事から、外出自粛ムードが多少緩和してい
る様子。公共工事は堅調で、食料品も好調を維持している。しかし、業種によって回復に差が見られ、製造
業は安定した受注が見込めず先行き不透明な状況。小売業は食料品を除く消費に力強さは感じられず、
飲食業は年末に向けた宴会需要の見込みが薄い。
先行き見通しＤＩは▲２３．５（今月比＋２０．０）であり、政府の需要喚起策「ＧｏＴｏキャンペーン」等により景
況感の改善を期待する声は増している。

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

【卸小売業】からは、「客数は減少する一方、客単価は上昇の傾向で、売上は前年比▲２０％、入店客数▲２５％。１０
月以降は好転を見込むが楽観できない」（百貨店）、「テイクアウトは伸びるも、イベント特注は落ち込んだまま」（飲食
料品小売）、「食品は依然として売上が伸び、経常利益も良い反面、関連会社の飲食店は９月で閉店」（各種食料品小
売）、「市内飲食店の売上が激減した影響で１５～２０％の売上減。取引の中心は量販店、百貨店テナントの小売に。
補助金、融資を申請し当面の資金繰りに支障ないが、低金利でも借入が増える事が不安」（農畜産物・水産物卸売）、
「ほぼ前年同期並。コロナ感染者情報が来店者数にすぐ影響」（各種食料品小売）、「昨年は増税前の駆け込みで高
額品が売れたため、昨年からの落ち込みが大きい。衣料品・服飾品は回復せず、食料品は好調。飲食は回復傾向」
（各種商品小売）、「正社員募集に、有資格の５０歳前後の応募が殺到した」（建築材料卸売）、「連休は人出が増えて
いたが、衣料品は変わらず厳しい状況。食品は贅沢品も売れる」（大型小売店）、「毎年９月は「創業祭」としてイベント
を開催していたが今年は中止に。年末は縮小しても行いたい」（各種商品小売）などのコメントが寄せられた。

【サービス業】からは、「ＩＴ関連技士に加え通信工事技術士が足りず、人手不足は深刻」（ソフトウェア）、「家賃支援給
付金は要件が厳しい。見直しを求む」（不動産賃貸）、「ドライバー不足が深刻。運賃の適正化を図る事が急務」（一般
貨物自動車運送）、「例年９、１０月は売上が上昇していたが、今年は横ばい。顧客数の増加と単価の上昇が課題」
（広告代理）、「８月頃から新規入会者が増えたが、昨年同レベルまで回復せず」（学習塾）、「Ｇｏ Ｔｏ Ｅａｔキャンペーン
による客数の回復に期待するが、宴会予約がない分、前年より売上が大幅減少するのは避けられない」（日本料理）、
「従業員が揃えば最後まで販売を続ける事ができるが、欠員が出ると生産が間に合わず一部販売が終わってしまい、
全てがマイナスに」（食堂・レストラン）、「現在は出前館を利用しているが、自社でデリバリーできるよう調整中。軽自
動車であればパートに配達をお願いできる」（食堂・レストラン）などのコメントが寄せられた。

【製造業】からは、「年内は雇用調整助成金や持続化給付金で雇用を維持できそうだが、しっかりとした利益を生み出
さなければ来年は分からない。社内体制を整え、確実に収益が出るよう改善を進める」（金属製品）、「化粧品容器、医
療品容器共に回復のめどが立たず」（プラスチック加工）、「今後「Ｇｏ Ｔｏイベント」「Ｇｏ Ｔｏ商店街」に期待」（印刷）、「９
月は生活雑貨メーカーから特注があり伸びたが、来月以降は不透明な情勢が続くと予想」（プラスチック製品）、「一部
社員の手が空く状態で、研修会等で新規スキル教育を実施。仕事量の確保が課題」（金属加工機械）、「観光地の土
産商品の状況が悪いが、国による経済対策を期待」（鉄鋼）、「細かい仕事は出始めたが固定経費まで達せず。資金
繰りは継続して悪化」（印刷）、「社内のネット環境を見直しデジタル化を図るも、トラブルが頻発。ハード、ソフト両面の
大規模更新が必要となり、思わぬ設備投資が必要になった」（自動車付属品）などのコメントが寄せられた。

【建設業】からは、「大型物件は受注できたが、ハウスメーカー等の継続的な案件が減少。定期的案件も、受注が２か
月ほど遅れている」（電気工事）、「人手不足が解消できず､仕事の発注はあるが断っている状態」（とび）、「コロナ禍で
も工事は例年並。公共工事の発注数は昨年よりも多い。学校関係は少なくなった」（塗装工事）、「修理等、細々とした
問い合わせが増えてきた。台風に備えて窓回りや、耐震の問い合わせも微増している」（一般土木建築工事）などのコ
メントが寄せられた。

【令和２年９月の調査結果のポイント】

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲４３．５（前月水準▲５３．８)となり、マイナス
幅が１０．３ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲１１．７(同
▲２９．４)、建設業▲２５．０(同▲４２．１)、製造業▲６６．６(同▲７５．０)、卸小売業▲５３．５(同▲５５．５)で
ある。

≪全産業ＤＩは改善するも、新型コロナウイルスの影響による厳しさは残る。景況感改善を期待する声が多い≫



前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 37.6 ▲ 9.4 ▲ 40.0 ▲ 17.6 ▲ 22.3 ▲ 5.8 △ 1.1 △ 1.1
建　　　設 ▲ 31.2 △ 12.5 ▲ 37.5 ±0.0 ▲ 6.2 ▲ 12.5 △ 25.0 △ 25.0
製　　　造 ▲ 58.3 ▲ 25.0 ▲ 62.5 ▲ 25.0 ▲ 16.6 △ 4.1 ▲ 33.3 ▲ 37.5
卸 ・小売 ▲ 39.2 ▲ 32.1 ▲ 46.4 ▲ 39.2 ▲ 39.2 ▲ 17.8 △ 17.8 △ 17.8
サービス ▲ 11.7 △ 29.4 ±0.0 △ 11.7 ▲ 17.6 △ 5.8 ±0.0 △ 5.8

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 43.5 ▲ 23.5 ▲ 17.6 ▲ 20.0
建　　　設 ▲ 25.0 ▲ 6.2 ▲ 18.7 ▲ 6.2
製　　　造 ▲ 66.6 ▲ 37.5 ▲ 37.5 ▲ 41.6
卸 ・小売 ▲ 53.5 ▲ 28.5 ▲ 14.2 ▲ 21.4 　
サービス ▲ 11.7 ▲ 11.7 △ 5.8 ±0.0

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価



　　　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　

【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が△１．１に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が△０．９で
柏の方がプラス幅が０．２ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」の方が
良い業種は建設業、卸小売業、サービス業であり、卸小売業は１０ポイント
以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、製造業であり、１０ポイント以上
悪い。

【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１７．６に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲２７．
６で柏の方がマイナス幅が１０．０ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、卸小売業、サービス業であり、１０ポイント以上良い。
「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業、製造業であり、建設業は１０ポイ
ント以上悪い。

【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

全産業合計では、「柏の景気」が▲４０．０に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲５１．
４で柏の方がマイナス幅が１１．４ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、卸小売業、サービス業であり、サービス業は１０ポイン
ト以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業、製造業であり、建設
業は１０ポイント以上悪い。

全産業合計では、「柏の景気」が▲２２．３に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲２０．
５で柏の方がマイナス幅が１．８ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業、製造業、サービス業であり、建設業は１０ポイ
ント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、卸小売業であり、１０ポイン
ト以上悪い。

令和２年９月ＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲４３．５に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲５６．
５で柏の方がマイナス幅が１３．０ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業、製造業、サービス業であり、サービス業は１０
ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、卸小売業である。

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲３７．６に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲５５．
８で柏の方がマイナス幅が１８．２ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、製造業、卸小売業、サービスであり、卸小売業、サー
ビス業は１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業で
ある。



【令和２年９月業種別業界内トピックス】

業種別 概　　　　　　　　　　　　況 トピック 業種
修理等、細々した問い合わせが増えてきた。一方、台風に備えて窓回りや、耐震の問
い合わせも微増している。

防災設備の問合せ増加 一般土木建築工事業

今までに経験した事のない状況。先行きが不透明かつ不安。大型物件は受注出来た
が、ハウスメーカー等の継続的な案件が減少。定期的案件も、受注時期が２か月ほど
遅れている。

先行き不透明
受注減少

電気工事業

これからの補正予算によって業況も変わってくる。 補正の有無 土木工事業

今月からスタートしたキャッシュレス決済。ＪＣＢカードは、３．９５パーセントも手数料と
してとる事にびっくり。個人ではなるべく手数料の安いカードを使った方が、使用したお
店のためになると実感。

カード手数料の負担 畳工事請負・畳製造販売業

人手不足が解消できず､仕事の発注はあるが断っている状態。利益を出そうにも仕事
のできる範囲に変わりはなく､好転に繋がらない。 人手不足 とび

コロナ禍であるが、工事は例年並。公共工事の発注数は昨年よりも多い。学校関係は
あまりなくなったが、他の工事はそれなりにある。 工事発注数例年並 塗装工事業

間接部門の生産性向上のために社内のネット環境を見直し、情報の共有化、ペー
パーレス化等のデジタル化を図っているが、「インターネットに繋がらない」「サーバー
にアクセス出来ない」といったトラブルが頻発。ハード、ソフト両面の大規模更新が必
要となり、思わぬ設備投資が必要になった。

生産性向上
デジタル化

自動車付属品製造業

コロナの影響による業績悪化が見られる。 業績悪化 機械・同部品製造業

不良品返品があり利益を流出させた事に加え、コロナ不況が追い打ちをかけている。
年内は雇用調整助成金や持続化給付金等で雇用を維持していけそうだが、来年は
しっかりとした利益を生み出さないと雇用を守れなくなるおそれがある。今一度社内体
制を整え、確実な収益を積み重ねていけるよう改善を進める。

雇用の維持努力 金属製品

化粧品容器、医療品容器ともに回復のめどが立たず、コロナの影響で営業活動も制
限され厳しい状況が続いている。 営業活動の制限 プラスチック加工

コロナ禍の影響か客足が鈍く、業績の悪化と資金繰りへの苦慮が続いている。
業績悪化 電子応用装置製造業

新型コロナウイルスによる東京の飲食店の営業時間短縮の影響を受け、８月に引き
続き売上、利益ともに悪化。１０月より自粛関係が解除されることで、年末に向けて売
上の回復を望む。今後は不透明であるが、工場としては必要とされるものを粛々と製
造していく。

売上・利益悪化
自粛解除後に期待

酒類製造業

感染防止対策グッズを企画したが、現状は販売に結びついていない。今後、「Ｇｏ Ｔｏ
イベント」「Ｇｏ Ｔｏ商店街」の支援策に期待したい。 Ｇｏ Ｔｏキャンペーンに期待 印刷業

９月は生活雑貨メーカーからの特注で伸びた。しかし、一時的なもので来月以降は不
透明な情勢が続くと予想される。

特注案件による売上増加
先行き不透明

プラスチック製品

一部社員の手が空く状態で、研修会等で新規スキル教育を実施。仕事量の確保が当
面の課題。

人員過剰の状態
仕事量確保が課題

金属加工機械製造業

依然厳しい状況に変わりないが、若干の上向き傾向。観光地の土産商品の状況は悪
いが、国による経済対策で上向く事を期待している。 業況改善傾向 鉄鋼業

細かい仕事が出始めたが、固定経費まで達せず。資金繰りは悪化し続けている。
資金繰り悪化 印刷業

客数は減少する一方で、客単価上昇の傾向。売上は前年比▲２０％、入店客数▲２
５％。前年の消費増税の影響で９月は悪化する見通し。１０月以降は消費増税反動に
より好転が見込まれるものの、楽観できない状況は続くと考える。

前年比売上・入店客数減少 百貨店

ブドウを含めた果実が不作のため、果実価格が高騰している。 経費増加 食料・飲料卸売業

テイクアウトは伸びているが、イベント等の特注は落ち込んだまま。 テイクアウト売上増加
イベント特注品は減少継続

飲食料品小売業

食品は依然として売上が伸びており、経常利益も良い。反面、関連会社の飲食店は9
月で閉店。今後の生活の変化を真剣に考えなければならない。 売上増加 各種食料品小売業

市内中心の飲食店売上が激減し、１５～２０％の売上減少。取引の中心は量販店、百
貨店テナントの小売となり、オンラインでの卸・小売、多少動き出してきた輸出事業が
支えとなる。いくつかの補助金、融資を申請し、資金繰りは支障なくなったが、低金利
といえど借入金が増えることにはいささかの不安がある。

市内飲食店売上減少による影響
量販店売上好調

借入金増加への不安
農畜産物・水産物卸売業

ほぼ前年同期並。幾分プラス傾向で推移しているが、新型コロナウィルスの感染者情
報が来店者数にすぐ影響する。

前年同期並み
感染情報による影響

各種食料品小売業

私的な体調不良により店舗休業したため、前年比割れとなった。 売上前年比割れ 洋菓子店

前年は増税前に高額品等の駆け込みがあったため、昨年からの落ち込みが大きい。
衣料品・服飾品は回復しないまま。食料品は依然好調を維持し、飲食は今までより回
復傾向。

昨年比売上減少
飲食店回復傾向

各種商品小売業

比較的、新型コロナウイルスの影響はなく、例年と変わりなく営業している。 業況例年通り 洋菓子店

正社員募集に、有資格の５０歳前後の応募が殺到した。 正社員募集 建築材料卸売業

シルバーウィークは人出が増え、外出自粛ムードがゆるくなった。ただ、店内はマスク
をつけている人がほとんどで、予防の意識は変わらない。外出傾向にあっても衣料品
にお金をかけないのか、衣料品は変わらず厳しい状況。食品は贅沢品も売れている。

外出自粛ムード緩和
衣料品不調
食品好調

大型小売店

直近３か月は売上高、入館者数が前年比約65％程度の水準に落ち着いており、この
先も同程度で推移すると思う。忘年会、新年会等の宴会は見込めない。

売上、入館者数回復
宴会客見込めず

公衆浴場業

毎年９月は「創業祭」としてイベント、キャンペーンを開催していたが今年は中止した。
年末は縮小しても行いたい。 毎年９月実施のイベント中止 各種商品小売業

建設業

製造業

卸・小売業



【令和２年９月業種別業界内トピックス】

ＩＴ関連技士が足りないのに加え、関連する通信工事技術士も足りず、人手不足は深
刻。 人手不足 ソフトウェア業

現在は出前館を利用しているが、自社でデリバリーできるよう調整中。バイクではなく
軽自動車ならパートに配達をお願いできる。 デリバリー環境構築 食堂・レストラン

国の家賃補助は要件が厳しい。要件の見直しを求む。 家賃支援給付金 不動産賃貸業

お客様のところを回ってると、目先では好調な事業者と不調な事業者が入り混じって
いる。しかし、間違いなく悪化の方へ向かいながら動いていると感じる。政府が景気浮
揚対策を打ち始めたが、効果は限定的だと思っている。

先行き不安 税理士

新型コロナウイルスの影響により、売却相談が増加。１，５００～２，０００万円の比較
的低価格の住宅や、マンションの引き合いが増えている。収益物件の融資はどこの金
融機関も厳しくなっている。また、一般顧客は自粛が定着している。

売却相談増加
低価格住宅・マンション注文増加

不動産管理業

ドライバー不足が深刻化している状況。運賃の適正化を図っていくことが急務。 ドライバー不足 一般貨物自動車運送業

例年９、１０月は売上が他の月に比べ例年上昇していたが、今年は例年と違い横ばい
だった。そのため、売上、利益共に悪化した。新規の顧客開拓と取り扱い品を増やす
ことで、減少している分を少し補うことは出来ているが、新型コロナウイルスの影響は
まだ続きそうだ。今後の課題は顧客数の増加と単価の上昇。生産性の向上が鍵となり
そうだ。

売上・利益悪化
顧客数増加と単価上昇が過大

広告代理業

８月頃から新規入会者が増えてきたが、昨年同レベルまでは生徒数が回復していな
い。塾生から感染者は出ていないが、近隣の学校で感染者が出ているため、万が一
の事態を常に想定した対応(経済産業省管轄の公益社団法人学習塾協会が作成した
マニュアルに沿って対応予定)を考えている。

例年ほど生徒数回復せず
感染者が出た場合の対応

学習塾

採用側の意識の変化が見受けられる。経営者は従業員の雇用を守ってあげようとし
ているが、守ってもらっている従業員はそのありがたさに気づいていない。 従業員雇用の意識の変化 広告業

Ｇｏ Ｔｏ Ｅａｔキャンペーンによる客数の回復に期待するが、宴会予約がない分、前年よ
り売上が大幅減少するのは避けられない。

Ｇｏ Ｔｏ Ｅａｔキャンペーンに期待
先行き売上大幅減少の見込み

日本料理

新型コロナウイルスの影響で事務所、店舗用のテナント募集をしても問い合わせすら
あまりない。 テナント募集の反響なし 不動産代理業・仲介業

学生向け賃貸は厳しいまま。他のレジデンス系は底堅い感じ。商業用テナントは、路
面店は工夫次第。その他、地下や空中（２階以上）物件は厳しい印象。

学生向け賃貸物件不調
商業テナントは不調

不動産賃貸・管理業

従業員が揃えば最後まで販売を続ける事ができるが、欠員が出ると生産高が減り一
部販売が終わってしまい、全てがマイナスに。 従業員出勤状況による売上影響 食堂・レストラン

サービス業



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 43.5 ▲ 25.0 ▲ 66.6 ▲ 53.5 ▲ 11.7

▲ 56.5 ▲ 30.7 ▲ 68.3 ▲ 52.5 ▲ 67.8

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 37.6 ▲ 31.2 ▲ 58.3 ▲ 39.2 ▲ 11.7

▲ 55.8 ▲ 29.0 ▲ 68.1 ▲ 50.5 ▲ 66.3

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 40.0 ▲ 37.5 ▲ 62.5 ▲ 46.4 ±0.0

▲ 51.4 ▲ 26.7 ▲ 60.3 ▲ 47.9 ▲ 63.4

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 22.3 ▲ 6.2 ▲ 16.6 ▲ 39.2 ▲ 17.6

▲ 20.5 ▲ 25.6 ▲ 17.4 ▲ 18.7 ▲ 22.0

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 1.1  25.0 ▲ 33.3  17.8 ±0.0

0.9 23.3 ▲ 11.5 7.8 ▲ 4.4

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 17.6 ▲ 18.7 ▲ 37.5 ▲ 14.2  5.8

▲ 27.6 ▲ 6.8 ▲ 34.5 ▲ 28.3 ▲ 39.0

令和２年９月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気



  

 3 調査期間：2020年9月11日～17日 
 
調査対象：全国の336商工会議所が2,748企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（９月速報） 
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全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
４月 ▲ 60.4 ▲ 29.3 ▲ 63.2 ▲ 66.7 ▲ 64.0 ▲ 71.2 

５月 ▲ 65.8 ▲ 37.7 ▲ 69.9 ▲ 62.9 ▲ 70.0 ▲ 77.6 

６月 ▲ 62.8 ▲ 35.0 ▲ 72.6 ▲ 61.6 ▲ 60.4 ▲ 73.4 

７月 ▲ 59.3 ▲ 34.8 ▲ 70.6 ▲ 59.5 ▲ 53.4 ▲ 68.4 

８月 ▲ 59.0 ▲ 34.9 ▲ 69.6 ▲ 56.7 ▲ 53.2 ▲ 70.2 

９月 ▲ 56.5 ▲ 30.7 ▲ 68.3 ▲ 51.2 ▲ 52.5 ▲ 67.8 

見通し ▲ 44.0 ▲ 28.1 ▲ 43.7 ▲ 39.0 ▲ 49.8 ▲ 52.5 

 



「年内は雇用調整助成金や持続化給付金で雇用を維持できそうだが、しっかりとした利益を生み出さなければ来

年は分からない。社内体制を整え、確実に収益が出るよう改善を進める」（金属製品）、「化粧品容器、医療品容器

共に回復のめどが立たず」（プラスチック加工）、「今後「Ｇｏ Ｔｏイベント」「Ｇｏ Ｔｏ商店街」に期待」（印刷）、

「９月は生活雑貨メーカーから特注があり伸びたが、来月以降は不透明な情勢が続くと予想」（プラスチック製品）、

「一部社員の手が空く状態で、研修会等で新規スキル教育を実施。仕事量の確保が課題」（金属加工機械）、「観光

地の土産商品の状況が悪いが、国による経済対策を期待」（鉄鋼）、「細かい仕事は出始めたが固定経費まで達せず。

資金繰りは継続して悪化」（印刷）、「社内のネット環境を見直しデジタル化を図るも、トラブルが頻発。ハード、

ソフト両面の大規模更新が必要となり、思わぬ設備投資が必要になった」（自動車付属品） 

「ＩＴ関連技士に加え通信工事技術士が足りず、人手不足は深刻」（ソフトウェア）、「家賃支援給付金は要件が厳

しい。見直しを求む」（不動産賃貸）、「ドライバー不足が深刻。運賃の適正化を図る事が急務」（一般貨物自動車

運送）、「例年９、１０月は売上が上昇していたが、今年は横ばい。顧客数の増加と単価の上昇が課題」（広告代

理）、「８月頃から新規入会者が増えたが、昨年同レベルまで回復せず」（学習塾）、「Ｇｏ Ｔｏ Ｅａｔキャンペー

ンによる客数の回復に期待するが、宴会予約がない分、前年より売上が大幅減少するのは避けられない」（日本料

理）、「従業員が揃えば最後まで販売を続ける事ができるが、欠員が出ると生産が間に合わず一部販売が終わって

しまい、全てがマイナスに」（食堂・レストラン）、「現在は出前館を利用しているが、自社でデリバリーできるよ

う調整中。軽自動車であればパートに配達をお願いできる」（食堂・レストラン） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、

▲４３．５（前月水準▲５３．８)となり、マイナス幅が１０．

３ポイント縮小、全業種で改善となった。 
新型コロナウイルス感染再拡大が若干の落ち着きを見せてき

た事から、外出自粛ムードが多少緩和している様子。公共工事

は堅調で、食料品も好調を維持している。しかし、業種によって

回復に差が見られ、製造業は安定した受注が見込めず先行き不

透明な状況。小売業は食料品を除く消費に力強さは感じられず、

飲食業は年末に向けた宴会需要の見込みが薄い。 
先行き見通しＤＩは▲２３．５（今月比＋２０．０）であり、

政府の需要喚起策「ＧｏＴｏキャンペーン」等により景況感の

改善を期待する声は増している。 

全産業ＤＩは改善するも、新型コロナウイルスの影響による厳しさは残る。景況感改善を期待する声が多い 

調査期間 : 令和2年9月25日～10月9日 調査対象：柏市内132事業所及び組合にヒアリング、回答数90件 

柏の景気情報（令和２年９月の調査結果のポイント） 

「大型物件は受注できたが、ハウスメーカー等の継続的な案件が減少。定期的案件も、受注が２か月ほど遅れ

ている」（電気工事）、「人手不足が解消できず､仕事の発注はあるが断っている状態」（とび）、「コロナ禍でも工

事は例年並。公共工事の発注数は昨年よりも多い。学校関係は少なくなった」（塗装工事）、「修理等、細々とし

た問い合わせが増えてきた。台風に備えて窓回りや、耐震の問い合わせも微増している」（一般土木建築工事） 

「客数は減少する一方、客単価は上昇の傾向で、売上は前年比▲２０％、入店客数▲２５％。１０月以降は好転

を見込むが楽観できない」（百貨店）、「テイクアウトは伸びるも、イベント特注は落ち込んだまま」（飲食料品小

売）、「食品は依然として売上が伸び、経常利益も良い反面、関連会社の飲食店は９月で閉店」（各種食料品小売）、

「市内飲食店の売上が激減した影響で１５～２０％の売上減。取引の中心は量販店、百貨店テナントの小売に。

補助金、融資を申請し当面の資金繰りに支障ないが、低金利でも借入が増える事が不安」（農畜産物・水産物卸

売）、「ほぼ前年同期並。コロナ感染者情報が来店者数にすぐ影響」（各種食料品小売）、「昨年は増税前の駆け込

みで高額品が売れたため、昨年からの落ち込みが大きい。衣料品・服飾品は回復せず、食料品は好調。飲食は回

復傾向」（各種商品小売）、「正社員募集に、有資格の５０歳前後の応募が殺到した」（建築材料卸売）、「連休は人

出が増えていたが、衣料品は変わらず厳しい状況。食品は贅沢品も売れる」（大型小売店）、「毎年９月は「創業

祭」としてイベントを開催していたが今年は中止に。年末は縮小しても行いたい」（各種商品小売） 

全産業合計では、「柏の景気」が▲４３．５に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲５６．５で柏の方がマイナス幅が１３．０ポイント小さ

い。業種別では、「柏の景気」の方が良い業種は、建設業、製造業、サービス業であり、サービス業は１０ポイント以上良い。「柏の景

気」の方が悪い業種は、卸小売業である。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 


